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はじめに

⽂部科学省「これからの時代に求められる資質・
能⼒を育むためのカリキュラム・マネジメントの
在り⽅に関する調査研究」令和元年〜令和４年度

文部科学省ホームページ
「これからの時代に求められる資質・能力を育むための
カリキュラム・マネジメントの在り方に関する調査研究」

文部科学省ホームページ
『カリキュラム・マネジメントの手引き活用ガイド』



1 学校の教育目標の意義

勤務校の教育目標を覚えていますか︖

その意味するところを，ご⾃⾝の⾔葉で語れますか︖

めざす⼦供の姿や育成する資質・能⼒を
意識しながら⽇々の教育活動に従事していますか︖

福岡教育大学附属⼩倉中学校 校訓と教育目標

「創造的実践人の育成」
•科学的精神を育てる
•素直な心を育てる
•困難に打ち克つ逞しさを育てる
•身体を鍛える



1 学校の教育目標の意義 1.1.意図的な教育活動

⾼等学校学習指導要領「総則」

「教育課程の編成に当たっては、学校教育全体や各教
科・科目等における指導を通して育成を目指す資質・
能⼒を踏まえつつ、各学校の教育目標を明確にすると
ともに、教育課程の編成についての基本的な⽅針が家
庭や地域とも共有されるよう努めるものとする。」

⼩学校及び中学校学習指導要領にも同様の記述



1 学校の教育目標の意義 1.1.意図的な教育活動

教育基本法
（学校教育）
第6条
2 前項の学校においては，教育の目標が達成され
るよう，教育を受ける者の心⾝の発達に応じて，
体系的な教育が組織的に⾏われなければならない。

学校教育 → ○意図的 ○計画的 ○組織的

教育目標が必要



1 学校の教育目標の意義 1.1.意図的な教育活動
タイラーの原理 Tyler rationale

①目的から目標へ
学校はどのような教育目標を設定するのか︖

②教育的経験の選択
目標達成のためにはどのような教育経験が必要か︖

③教育的経験の組織
それらの教育経験をどのように組織するのか︖

④結果の測定
目標が達成されたかどうかをどうやって評価するか︖

タイラー著（⾦子孫市監訳1978,原著1949）
『現代カリキュラム研究の基礎』社団法人日本教育経営協会



1 学校の教育目標の意義 1.2.チームづくりの要

「チーム」の条件

①達成すべき目標が存在すること

②メンバーどうしは，協⼒して課題や作業に取り組む
とともに，チームの目標達成のために互いに依存し
あう関係にあること

③各メンバーに果たすべき役割が割り振られること

④チームのメンバーとそれ以外の人々との境界は明瞭
であること

⼭⼝裕幸（2008）『チームワークの⼼理学』サイエンス社



1 学校の教育目標の意義 1.3.教職員のウェルビーイング

１「働き⽅改革」
目標の明確化は，重点的に取り組むことの選択。
裏返せば「⾏わないこと」の選択。

２「働きがい改革」
納得感をもって共有された学校の教育目標は，教
職員にとって，⾃らの能⼒と時間と努⼒を注ぐ⽅
向性を明確にする。その観点でフィードバックを。

３ 社会関係資本（人と人のつながり）
目的・目標の共有は，組織に連帯を生み出し，学
校全体の一体感を醸成。



２．なかなか意識されにくい学校の教育目標
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２．なかなか意識されにくい学校の教育目標

N=1,197(⼩学校:572，中学校:354 ,⾼校:230，特別支援学校41)

田村知子（2022）『カリキュラム・マネジメントの理論と実践』日本標準p.70



3 学校の教育目標の共有と共創

「共有ヴィジョン」

第１段階 命令 危機的場合は適切
第２段階 売り込み 説明を事前に考えておく
第３段階 テスト ヴィジョンに対する意⾒を求める
第４段階 相談 オープンエンドの問いを提示
第５段階 共創 個人が心から願うヴィジョンを

考え⾔葉にする時間を与える

センゲ他（邦訳2014）『学習する学校』英治出版,pp.142-153



3 学校の教育目標の共有と共創

大阪府摂津市⽴摂津⼩学校
大阪府教育委員会「カリキュラム・マネジメントの手引き」（令和元・２年度版）より



3 学校の教育目標の共有と共創

「共創」はコストが大きい
→できる範囲で⼩さく始めてみる

（例）
○年度当初の職員会議︓校⻑が示す重点教育目標に

ついて、学級の児童生徒の具体的な姿を思い浮か
べながら教員間で交流

○学級経営計画︓学校の教育目標と学級目標を連動
させる

○キャッチフレーズ︓学校の校名の頭⽂字と教育目
標を連動させる

○校⻑講話や学校⾏事等の挨拶︓教育目標と関連付
けた激励やフィードバック



3 学校の教育目標の共有と共創
3.1.実践事例 京都市⽴葵⼩学校

京都市教育委員会「カリキュラム・マネジメント実践報告書」（令和元・２年度）より
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3 学校の教育目標の共有と共創
3.1.実践事例 京都市⽴葵⼩学校

成果
・教職員が目的に向かってチームとして働けている。
・必要なものが明確になったので，無駄な取り組み

が減った。
・単元を通して児童にどのような⼒を付けたいかや，

年間を通して児童にどんな姿を望むかを考えて教育
活動に取り組む先生が増えた。

・学年で授業のことについて話し合い授業⼒の底上げ
ができていると感じるとともに，教材を共有できる
ので教材研究の時間を減らすことができた。

（以下，省略）



3 学校の教育目標の共有と共創
3.2.実践事例 ⼭⼝県宇部市⽴上宇部中学校

山口県教育委員会「カリキュラム・マネジメントの手引き」（令和元・２年度版）より
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3 学校の教育目標の共有と共創
3.3.実践事例 兵庫県⽴姫路北⾼等学校

兵庫県教育委員会
「『未来への道を
切り拓く力を育む』
カリキュラム・マネジメント」
（令和元・２年度）より
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おわりに

福島県棚倉町⽴社川⼩学校
福島県棚倉町教育委員会「カリキュラム・マネジメントの手引き」 （令和３・４年度）より



おわりに

学校の教育目標を共有して
対話，活動，つながり…
チームになって
楽しいカリキュラム・マネジメントを︕


